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助
成
制
度
拡
大
の
概
要

　
こ
れ
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
は
、
小
学
3
年
生
ま
で
の
入
院

お
よ
び
通
院
と
小
学
6
年
生
ま
で
の

入
院
に
対
す
る
医
療
費
が
助
成
の
対

象
で
し
た
が
、
制
度
の
見
直
し
に
よ

り
8
月
1
日
か
ら
は
小
学
4
か
ら
6

年
生
ま
で
の
通
院
に
つ
い
て
も
助
成

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
制
度
の
拡
大
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

に
子
ど
も
医
療
費
助
成
登
録
申
請
が

済
ん
で
い
る
人
も
、
新
た
に
対
象
と

な
る
人
と
同
様
に
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
申
請
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
申
請
書
が
届
き
ま
し

た
ら
健
康
課
に
直
接
持
参
す
る
か
郵

送
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

類
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
健
康

課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
12
月
1
日
か
ら
は
県
の
助
成
制
度

も
拡
大
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
学
生

の
入
院
に
係
る
医
療
費
に
つ
い
て
も

助
成
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
2

度
の
申
請
の
手
間
を
避
け
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
中
学
生
の
い
る
家
庭
に

も
申
請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

通
院
へ
の
助
成
方
法

　
誕
生
か
ら
小
学
3
年
生
ま
で
の
入

院
お
よ
び
通
院
（
調
剤
含
む
）
に
つ

い
て
受
給
券
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
自
己
負
担

額
（
3
0
0
円
ま
た
は
無
料
）
を
支

払
っ
て
く
だ
さ
い
（
対
象
表
内
の
①

〜
④
を
参
照
）  

。

※
自
己
負
担
額
は
市
町
村
民
税
の
所

得
割
が
非
課
税
の
場
合
は
無
料
で
、

そ
れ
以
外
の
人
は
3
0
0
円
で
す
。

入
院
へ
の
助
成
方
法

　
小
学
4
か
ら
6
年
生
ま
で
の
入
院

に
つ
い
て
は
、
一
度
医
療
機
関
な
ど

の
窓
口
で
支
払
っ
た
後
に
健
康
課
で

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
後
に

指
定
金
融
機
関
に
振
り
込
む
償
還
払

い
を
行
い
ま
す
。

◆
8
月
1
日
か
ら
の
拡
大
範
囲

　
小
学
4
か
ら
6
年
生
ま
で
の
通
院

が
対
象
で
償
還
払
い
に
な
り
ま
す

（
対
象
表
内
の
⑥
を
参
照
）  

。

◆
所
得
制
限

　
未
就
学
児
に
つ
い
て
は
所
得
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
・
中
学
生
の

助
成
に
つ
い
て
は
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。

◆
助
成
の
内
容

　
保
険
診
療
内
の
医
療
費
（
就
学
前

2
割
負
担
、
小
学
生
以
上
3
割
負
担
）

に
つ
い
て
自
己
負
担
が
通
院
1
回

3
0
0
円
ま
た
は
無
料
、
入
院
1
日

3
0
0
円
ま
た
は
無
料
と
な
る
よ
う

差
額
分
を
助
成
し
ま
す
。

◆
助
成
の
方
法

　
受
給
券
を
持
っ
て
い
る
人
が
保
険

医
療
機
関
に
受
給
券
お
よ
び
被
保
険

者
証
な
ど
で
受
診
し
た
場
合
、
受
診

し
た
人
は
窓
口
で
自
己
負
担
額
を
支

払
い
、
市
が
本
人
に
代
わ
っ
て
助
成

す
べ
き
額
を
当
該
医
療
機
関
に
支
払

い
ま
す
。

　
受
給
券
が
未
交
付
ま
た
は
県
外
の

保
険
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
は
、

領
収
書
な
ど
を
添
え
て
市
へ
「
子
ど

も
医
療
費
助
成
金
交
付
申
請
」
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
後
日
、
指
定
金
融
機
関
に
助
成
額

を
振
り
込
み
ま
す （
償
還
払
い
）。

　
保
育
園
や
学
校
内
で
の
傷
病
な
ど

で
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の

災
害
共
済
給
付
の
対
象
と
な
る
医
療

費
に
つ
い
て
は
、
助
成
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

◆
登
録
申
請
に
必
要
な
も
の

○
白
井
市
子
ど
も
医
療
費
助
成
登
録

申
請
書
（
対
象
と
な
る
家
庭
へ
4
月

末
に
送
付
済
み
）

※
申
請
書
は
健
康
課
、
各
セ
ン
タ
ー
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

○
印
鑑

○
銀
行
口
座

○
保
険
証
の
写
し

○
平
成
24
年
1
月
2
日
以
降
に
白
井

市
へ
転
入
し
た
人
は
、
平
成
24
年
度

分
の
課
税
証
明
書
（
市
区
町
村
民
税

の
所
得
割
と
均
等
割
、
合
計
所
得
金

額
、
所
得
控
除
額
の
内
訳
、
扶
養
人

数
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）

※
平
成
24
年
度
課
税
証
明
書
の
発
行

は
6
月
以
降
に
な
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
平
成
24
年
1
月
1
日
時
点
で

居
住
し
て
い
た
市
町
村
課
税
担
当
課

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
健
康
課
母
子
保
健
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

　
　
対
象
者
を
拡
大
し
ま
す

　

市
で
は
小
学
3
年
生
ま
で
の
入
院
お
よ
び
通
院
と
小
学
4
か
ら
6
年
生
ま
で
の
入
院
に
係
る
医
療
費
を
助
成
し
て
き
ま
し
た
が
、

8
月
1
日
か
ら
小
学
4
か
ら
6
年
生
ま
で
の
通
院
に
係
る
医
療
費
ま
で
助
成
を
拡
大
し
ま
す
。

子ども医療費助成対象表

対　　　　　　象

入　院・
通院の別 就学前

小学
1～ 3年生

小学
4～ 6年生

入　院 ①助成対象
所得制限なし

③助成対象
所得制限あり

⑤助成対象
所得制限あり

通　院 ②助成対象
所得制限なし

④助成対象
所得制限あり

⑥ [8月1日から助
成対象]
所得制限あり

所得制限表

扶養親族などの数 所得制限限度額 ※扶養親族などの数が4
人以上の場合の限度額は
1人につき38万円（扶養
親族などが老人控除対象
配偶者または老人扶養親
族である時は44万円）を
加算した額です。

0人 532万円

1人 570万円

2人 608万円

3人 646万円

　市では青少年の国際理解を深め、国際的視野を広めるために毎年中学生
をオーストラリアの友好都市キャンパスピ市とブリンバンク市の学校へ派
遣しており、今年で20年目を迎えます。
　派遣先の学校が立てた計画に沿って、授業や校外学習への参加、ホスト
ファミリーの家庭への宿泊などを行いますので、国際交流に関心がある私
立中学校などへ通っている中学生の参加者を募集します。
※国際情勢などの影響で、予定が変更になる場合もあります。
日程　8月16日㈭～ 26日㈰（10泊11日）
対象　市内在住の私立中学校に通う中学2・3年生　2人（作文および面接
などにより選考します）
※市立中学校に通う生徒の参加者は、各中学校を通じて募集しています。
費用　約23万円（個人負担約18万円、補助金5万円）
申・問　5月30日㈬までに所定の用紙（企画政策課、市のホ―ムページに
あります）に必要事項を記入の上でファクス、Eメールか直接教育センター
室　内線3471・ （492）6377・ kyose@e-shiroi.jpへ

第20回白井市青少年海外派遣参加者募集
　市では、平成25年4月1日付けで採用する職員の採用試験
を平成24年度印旛郡市職員採用共同試験により実施します。

試験日程　〔1次〕7月22日㈰　午前10時～（受け付け　午前8時30分～）
〔2次〕8月下旬（対象は1次試験合格者で該当者には通知します）
試験場所　〔1次〕東京学館高等学校（酒々井町）〔2次〕白井市役所
採用予定職種・人数　一般行政上級職　6人程度、土木職　1人程度、
機械・上級　1人程度
※別枠で一般行政職の身体障がい者を募集します。
対象　昭和52年4月2日から平成3年4月1日までに生まれた人（学歴
不問）
※平成3年4月2日以降に生まれた人で学校教育法に基づく大学（短期
大学を除く）を卒業した人（卒業見込みを含む）も対象です。
　試験案内・申込書は市総務課・市ホームページにあります。
■申・■問　5月29日㈫から6月15日㈮（消印有効）までに申込書に必要
事項を記入の上、郵送か直接市総務課人事班　内線3314 ・5へ

市職員採用試験

市役所窓口で手続きを行う親子
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は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す

Q
　 

「
必
ず
値
上
が
り
す
る
」
と
言

わ
れ
て
20
年
前
に
購
入
し
た
別
荘
地

を
「
売
却
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
」

と
の
こ
と
で
、
5
日
前
に
業
者
が
来

訪
し
た
。
業
者
は
「
外
国
人
の
需
要

が
増
え
て
い
る
の
で
今
が
売
り
時
で

あ
り
、
自
分
が
代
理
で
高
額
に
売
却

す
る
」
と
言
っ
た
が
、
そ
の
土
地
を

売
る
た
め
に
は
「
土
地
管
理
委
託
契

約
」
が
必
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
業

者
に
契
約
金
20
万
円
を
支
払
っ
た
。

　
業
者
の
言
う
こ
と
は
信
用
で
き
な

い
の
で
、
解
約
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　  （
70
代
・
男
性
）

A
　
バ
ブ
ル
期
な
ど
に
資
産
価
値
の

ほ
と
ん
ど
な
い
別
荘
地
や
山
林
な
ど

を
「
投
資
に
最
適
」
と
言
わ
れ
て
購

入
さ
せ
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
原
野
商

法
」
の
被
害
者
が
、
新
た
な
契
約
を

さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
相
談
が
増
え
て

い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の
間
に
二
次

被
害
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
事

例
の
ほ
か
に
も
「
測
量
や
整
地
を
す

れ
ば
高
額
で
売
却
で
き
る
」
と
言
っ

て
新
た
な
負
担
を
求
め
た
り
、
新
た

な
買
い
手
が
い
る
か
の
よ
う
に
買
付

証
明
書
を
発
行
し
て
信
用
さ
せ
た
り
、

「
買
い
替
え
」
や
「
下
取
り
」
な
ど

「

原

野

商

法

」

の

二

次

被

害

と
言
っ
て
別
の
土
地
を
購
入
さ
せ
る

な
ど
、
手
口
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
電
話
勧
誘
や
訪
問
販
売
で
契
約
し

た
場
合
は
、
無
条
件
で
解
約
で
き
る

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可
能
で
す
。

事
例
の
場
合
は
5
日
前
の
契
約
な
の

で
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
（
8

日
以
内
）
に
通
知
を
出
せ
ば
解
約
で

き
ま
す
。

　
業
者
は
原
野
な
ど
の
購
入
者
名
簿

や
登
記
簿
を
見
て
、
電
話
や
訪
問
に

よ
る
勧
誘
を
行
い
ま
す
。
以
前
に
原

野
を
購
入
し
て
売
却
を
考
え
て
い
る

人
は
「
今
が
売
り
時
」
な
ど
の
セ
ー

ル
ス
ト
ー
ク
を
う
の
み
に
せ
ず
、
そ

の
土
地
の
情
報
に
つ
い
て
所
在
地
の

不
動
産
業
者
に
問
い
合
わ
せ
た
り
、

国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
「
土
地
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
」
な

ど
を
利
用
し
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
仕
事
と
し
て
土
地
の
売
買
契
約
を

結
べ
る
の
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
者

だ
け
で
す
。
免
許
な
ど
確
認
す
る
こ

と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役

所
2
階
）

154

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

補
助
金
評
価
委
員
会
委

員
を
募
集

　
市
で
は
公
益
上
必
要
が
あ
る
と
認

め
た
活
動
な
ど
を
奨
励
・
支
援
す
る

た
め
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

市
が
独
自
に
交
付
す
る
補
助
金
の
公

平
性
や
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、

第
三
者
に
よ
る
補
助
金
の
評
価
な
ど

を
行
う
「
補
助
金
評
価
委
員
会
」
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

※
会
議
は
平
日
昼
間
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
　

3
人

※
市
の
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
し
ま

す
。

　
自
治
会
を
除
く
市
の
補
助
金
交
付

団
体
お
よ
び
今
後
補
助
金
申
請
を
予

定
し
て
い
る
団
体
の
関
係
者
は
応
募

で
き
ま
せ
ん
。

任
期

　
委
嘱
日
か
ら
3
年

報
酬

　
会
議
1
回
5
、
0
0
0
円

申
・
問

　
所
定
の
応
募
用
紙
（
財
政

課
、
各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
6
月
6
日
㈬
（
必
着
）
ま

で
に
郵
送
か
直
接
財
政
課
行
政
改
革

推
進
班

　
内
線
3
3
8
1
へ

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

（
入
管
法
）
が
改
正
さ
れ
、
新
た
な

在
留
管
理
制
度
が
7
月
9
日
㈪
か
ら

導
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
外
国
人

登
録
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

◆
外
国
人
登
録
証
明
書
が
変
わ
り
ま
す

　
新
た
な
制
度
の
導
入
に
伴
っ
て
特

別
永
住
者
に
は
「
特
別
永
住
者
証
明

書
」
が
、
中
長
期
在
留
者
（
適
法
に

3
カ
月
を
超
え
て
在
留
す
る
人
な
ど
）

に
は
「
在
留
カ
ー
ド
」
が
交
付
さ
れ

ま
す
が
、
現
在
の
外
国
人
登
録
証
明

書
は
改
正
入
管
法
施
行
日
以
降
の
一

定
期
間
、
新
制
度
の
証
明
書
と
み
な

さ
れ
ま
す
。

　
特
別
永
住
者
証
明
書
と
み
な
さ
れ

る
外
国
人
登
録
証
明
書
は
、
原
則
旧

外
国
人
登
録
法
に
基
づ
く
次
回
確
認

（
切
替
）
申
請
期
間
の
始
期
ま
で
に
、

市
民
課
で
有
効
期
間
更
新
の
申
請
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
永
住
者
に
つ
い
て
は
新
た
な
制
度

の
導
入
後
、
原
則
3
年
以
内
に
在
留

カ
ー
ド
の
交
付
を
地
方
入
国
管
理
官

署
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
永
住
者
以
外
の
中
長
期
在
留
者
に

つ
い
て
は
、
原
則
制
度
導
入
後
の
在

留
期
間
更
新
な
ど
の
手
続
き
の
際
に
、

在
留
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
有

効
期
間
は
年
齢
要
件
で
異
な
り
ま
す
。

◆
届
け
出
の
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　
外
国
人
登
録
制
度
の
廃
止
に
伴
っ

て
、
各
種
届
け
出
の
方
法
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

　
住
居
地
を
変
更
し
た
ら
、
転
出
地

の
市
町
村
長
に
転
出
届
を
提
出
し
て

転
出
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、

転
入
先
の
市
町
村
長
に
転
入
届
を
提

出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
変

更
後
の
住
居
地
に
移
転
し
た
日
か
ら

14
日
以
内
に
転
入
手
続
き
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
特
別
永
住
者

証
明
書
か
在
留
カ
ー
ド
を
持
参
の
上

で
転
入
し
た
市
区
町
村
の
窓
口
へ
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
外
国
人
住
民
の
住
民
票
を
作
成
し

ま
す

　
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
よ
り
、

外
国
人
住
民
も
同
法
の
適
用
対
象
に

加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
外
国
人

住
民
の
住
民
票
を
作
成
し
ま
す
。

対
象

　
特
別
永
住
者
、
中
長
期
在
留

者
、
一
時
庇ひ

ご護
許
可
者
ま
た
は
仮
滞

在
許
可
者
、
出
生
に
よ
る
経
過
滞
在

者
ま
た
は
国
籍
喪
失
に
よ
る
経
過
滞

在
者

◆
「
仮
住
民
票
」
を
送
付
し
ま
す

　
市
で
外
国
人
登
録
を
し
、
7
月
9

※
結
果
は
応
募
者
全
員
に
文
書
で
通

知
し
ま
す
。

折
立
ふ
る
さ
と
農
園
利

用
者
追
加
募
集

　
市
内
在
住
者
を
対
象
に
、
1
区
画

30
平
方
㍍
の
農
園
利
用
者
を
募
集
し

ま
す
。

利
用
期
間
　
平
成
24
年
6
月
1
日
㈮

〜
平
成
25
年
3
月
31
日
㈰
（
契
約
更

新
は
1
回
ま
で
可
能
）

応
募
区
画
数
　
12
区
画
（
申
し
込
み

順
）

利
用
料
金
　
利
用
月
数
×
8
7
5
円

申
・
問

　
23
日
㈬
ま
で
に
直
接
農
政

課
農
政
班
　
内
線
3
2
5
2
へ
　

緑
の
カ
ー
テ
ン
（
ゴ
ー

ヤ
の
栽
培
）
講
座

　
今
夏
の
節
電
に
対
す
る
意
欲
の
高

揚
を
図
る
取
り
組
み
と
し
て
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
づ
く
り
に
向
け
た
ゴ
ー
ヤ

の
栽
培
に
関
す
る
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
者
に
は
ゴ
ー
ヤ
の
苗
木
を

差
し
上
げ
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
26
日
㈯
・
西
白
井
複

合
セ
ン
タ
ー
、
29
日
㈫
・
桜
台
セ
ン

タ
ー
、
31
日
㈭
・
白
井
駅
前
セ
ン
タ

ー

時
間

　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

30
人
（
申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
23
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
環
境
課
環
境
保
全
班
　
内
線
3
2

7
6  

・
7
へ

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査
結
果

　
4
月
20
日
か
ら
25
日
ま
で
に
市
で

検
査
し
た
キ
ュ
ウ
リ
、
カ
ブ
、
レ
タ

ス
、
ニ
ラ
か
ら
は
放
射
性
物
質
が

「
検
出
せ
ず
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
に
お
け
る
市
内
農
産
物
の
放
射

性
物
質
検
査
を
行
っ
た
ワ
ラ
ビ
か
ら

は
「
検
出
せ
ず
」
と
な
り
ま
し
た
が
、

フ
キ
か
ら
は
15
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘

（
基
準
値
以
下
）
の
放
射
性
物
質
が

検
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
検
査
時
の
放
射
性
物
質
の
基
準
値

（
一
般
食
品
）
は
1
0
0
ベ
ク
レ
ル

／
㌔
㌘
で
「
検
出
せ
ず
」
と
は
、
放

射
性
物
質
が
存
在
し
な
い
か
検
出
で

き
る
測
定
下
限
値
未
満
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
測
定
下
限
値
は
検
査

容
器
の
容
量
や
密
度
な
ど
の
諸
条
件

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1

折
り
鶴
を
広
島
へ
送
り

ま
し
た

　
3
月
に
実
施
し
た 

「
平
和
を
考
え

る
子
ど
も
た
ち
の
作
品
展
」
に
併
せ

て
、
折
り
鶴
の
作
製
を
6
2
、 

0
0

0
羽
を
目
標
に
行
い
ま
し
た
が
、
市

民
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
3
月
30

日
に
7
0
、  

9
1
4
羽
を
広
島
へ
発

送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5

人
権
擁
護
委
員
が
新
た

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
人
権
擁
護
委
員
の
二
神
英
男
さ
ん

と
富
沢
賢
司
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
4
月
1
日
付
け
で
法
務
大
臣
か

ら
富
沢
賢
司
さ
ん
（
再
任
）
と
新
た

に
國
島
千
惠
子
さ
ん
（
新
任
）
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
地
域
の
中
で
人

権
思
想
を
広
め
な
が
ら
住
民
の
人
権

が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、

人
権
を
擁
護
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
う
考
え
の
基
で
設
け
ら
れ

た
民
間
の
人
た
ち
で
す
。

　
現
在
市
内
で
は
富
沢
賢
司
さ
ん
、

興
津
圭
子
さ
ん
、
松
倉
正
昭
さ
ん
、

國
島
千
惠
子
さ
ん
の
4
人
が
委
嘱
さ

れ
、
人
権
相
談
や
人
権
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5

危険業務従事者叙勲

　叙勲は国や公共に対し功労の
あった人や、社会の各分野におい
て優れた行いのあった人などに授
与されるものです。

 

外
国
人
住
民
の

　
住
民
票
を
作
成
し
ま
す 

日
㈪
に
お
い
て
外
国
人
住
民
に
該
当

す
る
と
見
込
ま
れ
る
人
に
つ
い
て
は
、

市
で
「
仮
住
民
票
」
を
作
成
し
ま
す
。

作
成
し
た
仮
住
民
票
は
本
人
へ
の
通

知
（
5
月
下
旬
に
発
送
予
定
）
に
よ

る
確
認
の
上
で
記
載
の
修
正
を
行
い
、

7
月
9
日
㈪
に
住
民
票
に
移
行
し
ま

す
。

　
仮
住
民
票
の
記
載
事
項
に
変
更
や

誤
り
が
あ
っ
た
場
合
は
、
7
月
6
日

㈮
ま
で
に
外
国
人
登
録
の
変
更
登
録

申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

外
国
人
登
録
証
明
書
お
よ
び
旅
券
を

持
参
の
上
で
市
民
課
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
　
市
民
課
市
民
班
　
内
線
3
1
4

2
・
3
・
6
・
7
、
東
京
入
国
管
理

局
☎
0
3
（
5
7
9
6
）
7
1
1
1
、

法
務
省
入
国
管
理
局
☎
0
3
（
3
5

8
0
）
4
1
1
1
、
外
国
人
在
留
総

合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
7
0
―
0
1
3
9
0
4

瑞宝双光章

　中谷武さん（けやき台在住）
＜元警視正（警視庁）＞

　牧野司さん（白井在住）
＜元警視正（千葉県警察）＞

願いを込めて折りました

「（仮称）白井市暴力団排除条例」
（素案）に対するパブリックコメ
ント（意見公募）を実施します
　平成23年9月1日に「千葉県暴力団排除条例」が
施行され、市でも安全で安心なまちづくりを目指
すための条例を制定する準備を進めています。
　このたび条例の素案がまとまりましたので、素
案に対する皆さんの意見を広く募集します。
　素案は市役所情報公開コーナー、図書館、各セ
ンター、市ホームページで閲覧できます。
　いただいた意見とそれに対する市の回答は、全
ての内容を取りまとめた上で、市ホームページな
どで公表します。
※いただいた意見に対する市からの個別の回答は
行いません。
対象　市内在住・在勤・在学者、市内に事業所を
有する法人・団体
■申・■問　所定の用紙（素案の閲覧場所にありま
す）か任意の様式に住所、氏名、素案に対する意
見を記入の上、31日㈭（必着）までに郵送、ファ
クス、Eメールか直接市民安全課交通防犯班　内
線3321・ （491）3510・  shimin-anzen@city.
shiroi.chiba.jpへ
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

認
知
症
予
防
ミ
ニ
講
演

会
&
脳
の
健
康
ぐ
っ
と

ア
ッ
プ
講
座

　
市
で
は
、
認
知
症
の
予
防
に
効
果

的
な
有
酸
素
運
動
の
習
慣
化
と
知
的

活
動
で
脳
の
機
能
を
鍛
え
る
方
法
を

4
カ
月
間
の
講
座
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
「
脳
の
健
康
ぐ
っ
と
ア
ッ
プ
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
。
講
座
に
参
加

を
希
望
す
る
人
は
必
ず
事
前
に
開
催

す
る
「
認
知
症
予
防
ミ
ニ
講
演
会
」

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
の
脳
の
健
康
ぐ
っ
と
ア
ッ

プ
講
座
は
「
新
し
い
レ
シ
ピ
（
料
理
）

を
作
ろ
う
＋
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
、
6
月
21
日
か
ら
11
月

1
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
の
午
前
中

に
、
全
19
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

日
時

　
5
月
30
日
㈬

　
午
前
10
時
〜

正
午

場
所

　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
　
30

人
（
申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

を
5
月
23
日
㈬
ま
で
に
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
か
E
メ
ー
ル
で
高
齢
者
福
祉
課

高
齢
者
支
援
班
☎
（
4
9
7
）
3
4

8
4
・

（
4
9
2
）
3
0
3
3
・

　住
み
慣
れ
た
自
宅
で

高
齢
期
を
過
ご
す
た

め
に

　
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
み
、
高

齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
夫
婦
の
み

の
世
帯
が
急
速
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
将
来
の
病
気
や
介
護
を
踏
ま

え
て
、
今
の
住
宅
に
住
み
続
け
る

に
は
ど
の
よ
う
な
準
備
が
必
要
か

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
介
護
度
が
軽
い
う
ち
は
近
隣
の

支
援
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
な
が
ら
自
立
し
た
生
活
を
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
そ
れ
が

重
度
化
し
た
場
合
は
困
難
に
な
り

ま
す
。
介
護
保
険
以
外
に
も
、
自

費
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
家
族
に
よ

る
支
援
を
視
野
に
入
れ
て
、
自
宅

で
の
生
活
設
計
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

【
住
宅
環
境
の
整
備
】

　
床
を
滑
り
に
く
く
す
る
こ
と
や

玄
関
・
ト
イ
レ
・
浴
室
の
段
差
の

解
消
お
よ
び
手
す
り
の
取
り
付
け

な
ど
、
住
宅
の
改
修
に
お
け
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
検
討
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
要
支
援
・
要
介
護
認

定
を
受
け
て
生
活
す
る
住
宅
を
改

修
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
改

修
費
の
9
割
（
上
限
20
万
円
）
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

【
生
活
支
援
の
条
件
】

　
近
隣
住
民
と
助
け
合
え
る
よ
う

な
人
間
関
係
を
大
切
に
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
に
援
助
し
て
く
れ

る
家
族
や
親
族
、
利
用
可
能
な
生

活
や
介
護
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
も
調

べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
自
立
を
維

持
す
る
た
め
に
、
介
護
予
防
教
室

を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

買
い
物
や
炊
事
が
困
難
な
高
齢
者

に
食
事
を
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
ま
す
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

や
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
市
内
の

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
や
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　 

「
今
は
元
気
だ
け
ど
、
一
人
に

な
る
と
不
安
だ
」
や
「
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
の
で
住
み
替
え
し
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
と

き
の
た
め
に
、
高
齢
者
住
宅
に
関

す
る
情
報
も
集
め
て
お
く
こ
と
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

事
業
者
紹
介

　
市
内
事
業
者
の
酒
井
医
療
㈱
が
、

根
地
区
（
根
2
3
5
―
2
）
に
新

し
い
高
齢
者
住
宅
「
リ
ハ
モ
ー
ド

ヴ
ィ
ラ
白
井
」
を
今
夏
オ
ー
プ
ン

さ
せ
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
施
設
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
を
核
に
、
高
齢
者
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
で

高
齢
者
の
自
立
を
よ
り
強
力
に
支

援
し
、
地
域
社
会
や
家
族
と
の
絆

を
支
え
な
が
ら
生
き
が
い
の
あ
る

シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
特

定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
や
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
予
定
で
す
。

リ
ハ
モ
ー
ド
ヴ
ィ
ラ
白
井
開
設
準

備
室
（
平
塚
2
6
6
8
―
3
）
☎

（
4
9
7
）
2
3
5
0

高
齢
者
在
宅
介
護

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
14

リ
ハ
モ
ー
ド
ヴ
ィ
ラ
白
井

骨粗しょう症の予防
せきかわ整形外科　関川敏彦

　骨粗しょう症とは、骨がもろくなっ
て骨折しやすくなる疾患です。日本の
最近の調査では1,280万人が骨粗しょ
う症であるといわれています。骨折に
よって生活の質が低下したり、寝たき
りになっては大変です。これを防ぐた
めにはカルシウムを摂取することと運
動を行うことが大事です。
　カルシウムを多く含む食品としては
牛乳、ヨーグルト、豆腐、納豆、コマ
ツナ、ワカメ、しらす干しなどがあり
ます。ビタミンDはカルシウムの吸収
を助けますので、ビタミンDを多く含む魚肉やレバー、卵黄などをとる
ことも有用です。
　運動では、散歩など荷重負荷をかけての有酸素運動を行うことが大事
です。骨粗しょう症の骨折を予防するためには、禁煙や過度の飲酒を制
限することも有効であるといわれています。
　骨密度が極端に低下した場合や骨粗しょう症による骨折を起こしてし
まった場合は、薬による治療や手術が必要な場合もあります。そうなら
ないためには食生活に注意し、なるべく歩くようにしましょう。新緑が
きれいな季節です。ちょっと散歩に出てみてはいかがでしょうか。

せきかわ整形外科　冨士129―30　☎（498）5005

私のまちのかかりつけ医
　市内医療機関の医師によるコラムを、今回から奇数月の15日号
に掲載します。身近な医師の中からかかりつけ医を見つけるための
参考としてください。

　子育て中のお父さん、
お母さん、子どもと触れ
合いながら、素足での「運
動あそび」を一緒に楽し
みましょう。
日時　6月2日㈯　午前10
時30分～ 11時50分
場所　南山保育園
対象　市内在住の満1歳
から就学前までの子とその保護者　30組（申
し込み順
■申・■問　本日午前9時から電話か直接子育て
支援センターふれんど☎（491）1131へ

ふれあい運動あそび

 k
ou
reisy

a-fu
k
u
si@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

介
護
を
学
ぼ
う

　
あ
る
日
突
然
訪
れ
る
介
護
生
活
で

も
、
知
識
が
あ
れ
ば
慌
て
ま
せ
ん
。

適
切
な
方
法
が
分
か
ら
ず
に
介
護
し

て
い
る
人
の
た
め
に
、
市
で
は
市
内

の
2
施
設
と
協
力
し
て
「
介
護
家
族

教
室
」
を
全
3
回
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。

　
講
座
で
は
高
齢
者
の
心
身
の
変
化

や
支
援
に
関
す
る
制
度
、
介
護
技
術

や
認
知
症
へ
の
対
応
な
ど
を
講
義
や

実
技
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
交
え

な
が
ら
学
び
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
6
月
10
日
㈰
・
白
井

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
そ
よ
風
（
西
白
井
）  
、

6
月
24
日
㈰
、
7
月
8
日
㈰
・
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
菊
華
園
（
神
々
廻
）

（
全
3
回
）

※
希
望
者
に
は
会
場
ま
で
の
送
迎
を

行
い
ま
す
（
午
後
1
時
30
分
ま
で
に

市
役
所
玄
関
に
来
て
く
だ
さ
い
）   

。

時
間
　
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
者
　
40
人
（
申
し

込
み
順
）

申
・
問

　
5
月
25
日
㈮
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
（
4
9
7
）
3
4
7
4
・

（
4
9
8
）
4
8
3
2
へ

白
井
市
民
大
学
校
公
開

講
座

　 

「
生
涯
学
習
と
健
康
な
ま
ち
づ
く

り
〜
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
視

点
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
開
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
6
月
9
日
㈯

　
午
後
2
時
〜

4
時
（
受
け
付
け

　
午
後
1
時
50
分

〜
）

場
所

　
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
　
30
人

（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
順
天
堂
大
学
大
学
院
ス
ポ
ー

ツ
健
康
科
学
研
究
科

　
島
内
憲
夫
教

授申
・
問

　
氏
名
を
電
話
か
E
メ
ー
ル

で
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　
内
線

3
4
3
3
・sy

ou
g
ai-g
ak
u
s

y
u
u
@
city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

み
の
開
放
と
な
り
ま
す
。
体
育
館
は

当
分
の
間
、
開
放
は
あ
り
ま
せ
ん
。

開
放
日
時

　
6
月
30
日
㈯

　
午
前
9

時
〜
午
後
6
時

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
必
ず
成
人

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
5
8
0

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
、
9
0
0
円

（
各
2
時
間
単
位
）

申
・
問

　
5
月
25
日
㈮
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3

4
3
5
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
生
涯
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
で
利
用
者
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
祭
参
加
者

募
集

　
市
体
育
指
導
委
員
は
ス
ポ
ー
ツ
基

本
法
の
改
正
に
よ
り
名
称
が
変
わ
り
、

「
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」
に
な
り

ま
し
た
。

　
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
普
及
活
動
の
た
め
に

毎
年
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や

ス
ト
レ
ッ
チ
と
池
の
上
小
学
校
か
ら

県
立
船
橋
県
民
の
森
ま
で
を
往
復
す

る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

日
時
　
6
月
9
日
㈯
　
午
前
9
時
〜

（
受
け
付
け
　
午
前
8
時
30
分
〜
）

場
所
　
池
の
上
小
学
校

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者

持
ち
物

　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
に
参
加
す
る
人
は
上
履
き

申
・
問

　
6
月
1
日
㈮
ま
で
に
申
込

書
（
生
涯
学
習
課
・
各
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送
か
直
接
生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3
4
3
4
へ

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

島内憲夫教授



イ

ベ

ン

ト

①

◆
N
P
O
法
人
千
葉
県
中
途
失
聴
者
・

難
聴
者
協
会

　
要
約
筆
記
者
な
ど
が
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
の
で
、
誰
で
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
た
め
の

手
話
サ
ロ
ン
】

日
時
　
18
日
㈮
　
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
　
場
所
　
酒
々
井
町
社
会
福
祉

協
議
会

【
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
た
め
の

健
康
講
座
】

　
糖
尿
病
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈯
　
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
　
場
所
　
四
街
道
市
南
部
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
わ
ろ
う
べ
の
里

　
講

師
　
糖
尿
病
看
護
認
定
看
護
師

　
高

橋
弥
生
さ
ん

問
　
N
P
O
法
人
千
葉
県
中
途
失
聴

者
・
難
聴
者
協
会
印
旛
香
取
事
務
所

事
務
局
☎
0
9
0
（
5
3
0
2
）
0

3
8
5
、

0
4
3
（
4
4
4
）

0
2
9
8

◆
と
っ
こ
め
塾
〜
見
て
聴
い
て
知
る

国
史
跡
〜

　
Ｊ
Ｒ
Ａ
競
馬
学
校
職
員
に
よ
る
馬

に
関
す
る
話
や
捕と

っ
こ
め込
の
見
学
な
ど
を

行
い
ま
す
。

日
時

　
19
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
4
時

30
分
　
場
所
　
鎌
ケ
谷
市
中
央
公
民

館
　
対
象
　
一
般
　
50
人
（
申
し
込

み
順
）

申
・
問

　
電
話
で
国
史
跡
下
総
小
金

中
野
牧
跡
周
知
普
及
実
行
委
員
会
事

務
局
（
鎌
ケ
谷
市
教
育
委
員
会
文
化

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）
☎
0
4
7

（
4
4
5
）
1
1
4
1
へ

◆
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人

工
膀
胱
造
設
者
）
社
会
適
応
訓
練
講

習
会

　
ス
ト
ー
マ
装
具
の
選
び
方
に
つ
い

て
の
講
演
会
や
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
26
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
サ
ン
ロ
ー
ド
津
田
沼
（
習
志

野
市
）　  

対
象

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
お

よ
び
そ
の
家
族
、
医
療
関
係
者
ほ
か

講
師
　
船
橋
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
看

護
部
　
大
塚
眞
由
美
さ
ん
　

申
・
問

　
電
話
で
県
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
事
務
所
☎
0
4
3
（
3
0
9
）
7

5
7
1
（
月
・
火
・
金
曜
日
の
午
前

10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
）
へ

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
北
総
生
き
も
の
研
究
会
「
緑
の
里

山
で
野
鳥
を
探
す
ホ
オ
ジ
ロ
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
」

　
神
崎
川
の
上
流
で
初
夏
の
里
山
風

景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ホ
オ
ジ
ロ
な

ど
の
い
ろ
い
ろ
な
野
鳥
を
探
し
ま
し

ょ
う
。
野
鳥
の
説
明
も
あ
り
ま
す
。

日
程

　
27
日
㈰

　
集
合
時
間
・
場
所

午
前
9
時
・
冨
士
セ
ン
タ
ー

　
対
象

一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

※
小
学
4
年
生
以
下
の
参
加
に
は
、

保
護
者
が
同
行
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
3
0
0
円（
保
険
・
資
料
代
）

申
・
問

　
21
日
㈪
ま
で
に
寺
園
☎
・

（
4
9
1
）
7
5
9
5
へ

◆
座
ぐ
り
講
座
「
障
害
者
自
立
支
援

法
は
ど
う
な
る
の
？
〜
ま
ず
は
サ
ー

ビ
ス
等
利
用
計
画
書
の
作
成
か
ら
〜
」

日
時

　
30
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
対
象

一
般

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
25
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
座

ぐ
り

　
花
島
☎
（
4
0
1
）
0
6
3

7
へ

◆
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
樹
木
の
緑
が
色
を
増
す
こ
の
ご
ろ
、

朗
読
会
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
6
月
1
日
㈮

　
午
後
1
時
30

分
〜
　
場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階

研
修
室

問
　
朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」　  

佐
藤

☎
（
4
9
2
）
6
2
2
4
へ

◆
家
庭
倫
理
講
演
会  「
感
動
が
心
の

扉
を
開
く
」

日
時
　
6
月
3
日
㈰
　
午
後
3
時
〜

4
時
40
分
　
場
所
　
文
化
会
館
中
ホ

ー
ル
　
対
象
　
一
般
（
自
由
参
加
）

講
師
　
㈳
倫
理
研
究
所
　
田
口
雄 

研
究
員

　
参
加
費

　
1
、
0
0
0
円

問
　
大
熊
☎
（
4
4
4
）
0
7
3
6

◆
花
ヶ
崎
純
子
「
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ

タ
ル
」

　
ア
ー
ン
歌
曲
「
ク
ロ
リ
ス
に
」
や

日
本
歌
曲
「
こ
の
道
」
な
ど
の
歌
を

披
露
し
ま
す
。

日
時
　
6
月
3
日
㈰
　
午
後
2
時
〜

（
開
場
　
午
後
1
時
30
分
）　
場
所

白
井
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
　
入
場
料

大
人
1
、  

5
0
0
円

　
学
生
1
、   

0

0
0
円

問
　
花
ヶ
崎
☎
（
4
9
2
）
3
0
7
3

◆
自
然
観
察
会
「
出
か
け
よ
う
森
へ

自
然
観
察
i
n
県
民
の
森
」

　
都
市
の
中
に
あ
る
貴
重
な
森
の
中

を
歩
き
な
が
ら
、
自
然
観
察
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
6
月
3
日
㈰
　
午
前
9
時
40

分
〜
午
後
0
時
15
分
　
場
所
　
船
橋

県
民
の
森
（
船
橋
市
）　  

対
象

　
一

般
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）　  

参
加

費
　
2
0
0
円
（
資
料
代
）

申
・
問

　
26
日
㈯
午
後
8
時
ま
で
に

電
話
で
東
葛
し
ぜ
ん
の
会
　
髙
野
☎

（
4
4
4
）
8
2
7
2
へ

◆
3
周
年
記
念
ユ
ー
カ
リ
コ
ン
サ
ー
ト

　
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
中
心
に
バ
イ

オ
リ
ン
、
フ
ル
ー
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
「
ロ
ミ

オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
や
「
時
の
た

つ
ま
ま
」
な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。

日
時

　
6
月
3
日
㈰

　
午
後
2
時
〜

（
開
場

　
午
後
1
時
40
分
〜
）　  

場

所
　
中
銀
マ
ン
シ
オ
ン
大
ホ
ー
ル

問
　
楽
器
演
奏
を
楽
し
む
会
ユ
ー
カ

リ
　
迫
田
☎
（
4
9
7
）
2
8
3
6

楽
往
生
を
祈
り
ま
す
。
延
命
寺
の

十
九
夜
塔
で
は
平
塚
村
の
34
人
の

女
性
が
講
を
作
り
現
世
と
来
世
の

二
世
安
楽
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
延
命
寺
の
十
九
夜
塔
は
市
内
に

あ
る
95
基
の
十
九
夜
塔
の
中
で
も

最
初
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
延
命
寺
の

十
九
夜
塔
は
市
内
に
あ
る
1
、
5

0
0
以
上
の
石
造
物
の
な
か
で
、

民
間
信
仰
に
基
づ
く
石
造
物
と
し

て
最
古
の
も
の
で
あ
り
、
市
内
の

石
仏
の
中
で
も
最
も
古
い
も
の
と

し
て
人
々
の
生
活
の
推
移
を
理
解

す
る
上
で
重
要
な
も
の
で
す
。

　
常
総
地
域
の
十
九
夜
塔
は
万
治

元
年
（
1
6
5
8
年
）
の
利
根
町

徳
満
寺
境
内
の
も
の
が
最
古
で
、

寛
文
年
間
に
周
辺
地
域
に
広
が
り
、

そ
の
の
ち
茨
城
県
南
部
か
ら
千
葉

県
北
部
に
か
け
て
広
く
拡
散
し
て

行
き
ま
す
。
延
命
寺
の
十
九
夜
塔

は
常
総
地
域
で
も
13
番
目
に
古
い

も
の
で
あ
り
、
出
現
期
の
十
九
夜

塔
と
し
て
重
要
な
も
の
で
す
。

　
延
命
寺
の
十
九
夜
塔
は
元
来
は

寛
文
8
年
建
立
の
県
指
定
文
化
財

延
命
寺
観
音
堂
の
裏
に
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
寛
文
10
年
11
月
に
は
観

音
堂
の
本
尊
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
立
志
者
に
は
女
性
も
多
く
、

十
九
夜
塔
建
立
に
関
わ
っ
た
女
性

も
参
加
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

平
塚
村
の
女
性
達
の
観
音
信
仰
の

厚
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

延
命
寺
の
十
九
夜
塔

　
平
塚
地
区
に
所
在
す
る
普
登
山

延
命
寺
は
平
安
時
代
の
寛
弘
2
年

（
1
0
0
5
年
）
開
基
と
伝
え
ら

れ
る
古こ

さ
つ刹
で
、
延
命
寺
の
十
九
夜

塔
は
本
堂
の
西
側
に
安
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
安
山
岩
製
で
高
さ
は
1

2
6
㌢
㍍
で
す
。
光
背
型
を
と
り
、

中
央
に
6
本
の
腕
を
持
つ
姿
で
如

意
輪
観
音
像
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

垂す
い
け
い髻
を
結
い
、
天
冠
台
を
つ
け
、

顔
を
や
や
右
に
傾
け
、
右
手
を
頬

に
当
て
、
左
手
を
膝
上
に
垂
ら
し
、

右
膝
を
立
て
て
蓮れ

ん
だ
い台
上
に
座
っ
て

い
ま
す
。
他
の
左
手
に
は
輪
宝
、

蓮れ
ん
け
い茎
を
、
右
手
は
宝
珠
、
数
珠
を

持
ち
ま
す
。
光
背
に
は
文
字
が
彫

ら
れ
、
寛
文
10
年
（
1
6
7
0
年
）

8
月
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　
こ
の
石
造
物
を
建
て
た
の
は
、

十
九
夜
信
仰
と
呼
ば
れ
る
月
待
信

仰
を
行
っ
て
い
た
女
性
た
ち
で
す
。

一
般
に
は
十
九
夜
講
と
い
わ
れ
る

集
団
を
形
成
し
、
毎
月
19
日
の
夜

に
集
ま
り
、
安
産
・
子
育
て
、
極

新
規
市
指
定
文
化
財
紹
介
の
第
2
回
目
は
延
命
寺
の
十
九
夜
塔
で
す
。

　市内で活動してい
る団体が中心となっ
て、普段は体験でき
ないどじょうつかみ
や段ボール空気砲な
どのいろいろな遊び
を行います。
　友達や家族と一緒
に遊びにきませんか。
日時　19日㈯　午前10時～午後3時
場所　白井第三小学校校庭・体育館（雨天の
場合は体育館のみ）
■問　生涯学習課社会教育班内　内線3431 ～ 3
※駐車場に限りがありますのでなるべく徒歩
や自転車、ナッシー号で来場してください。

高

齢

者

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
臨
時
的
・
短
期
的
な
仕
事
を
行
う
、

心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
会
員
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
人
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
24
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

シ  

初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
〜
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座
〜

　
暑
中
見
舞
い
は
が
き
の
作
成
や
E

メ
ー
ル
の
送
受
信
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
閲
覧
方
法
な
ど
を
楽
し
く
学
び

ま
し
ょ
う
。

日
時

　
6
月
6
日
㈬
〜
8
日
㈮
・
11

日
㈪
・
12
日
㈫
（
全
5
日
間
）　  

午

後
1
時
45
分
〜
4
時
45
分

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
マ
ウ
ス
の
操
作
や
文
字
入
力

が
で
き
、
全
日
程
参
加
出
来
る
人
　

12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

申
　
5
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

社  「
ふ
れ
あ
い
弁
当
」

を
届
け
ま
す

　
高
齢
者
宅
へ
ふ
れ
あ
い
食
事
運
営

委
員
が
作
っ
た
季
節
の
弁
当
と
花
を

無
料
で
届
け
ま
す
の
で
、
希
望
す
る

人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
程

　
6
月
6
日
㈬

※
正
午
か
ら
午
後
1
時
ご
ろ
ま
で
に

自
宅
へ
届
け
ま
す
。

対
象

　
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

人
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
5
月
23
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
社

会
福
祉
協
議
会
へ

　市内のさまざまな文化財を現在に生かしながら未来に伝えるため、市では指定文化財を指
定し保護・活用しています。平成24年2月9日に市文化財審議会から答申を受けて、3月27日付
けで新たに「木造伝木喰上人坐像」（中木戸）「鳥見神社の懸

かけぼとけ

仏」（白井）「滝田家の常滑壺」（平
塚）「延命寺の十九夜塔」（平塚）の4件を市指定文化財に指定しました。
　それぞれの新規指定文化財の内容については、広報しろいで連載中の「歴史のしずく」4月
15日号から4回にわたって紹介しています。
※「延命寺の十九夜塔」の写真は下にあります。
■問　文化課文化班　☎（492）1123

市指定文化財を指定しました

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

子どもワンパク大会

延命寺の十九夜塔

木造伝木喰上人坐像 鳥見神社の懸仏 滝田家の常滑壺
段ボール空気砲の様子

如意輪観音像

訂正とお詫び　広報しろい5月1号8ページ「初級手話講座」中、「参加費　2,000円」は「参加費　1,000円」の誤りでした。お詫びして訂正いたします。
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　「センターだより」のタイトルの上にある複など
は、下記の申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内☎（492）5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内☎（492）5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施している児童館事業などは掲載して
いないものもありますので、児童館だより（各セン
ターにあります）や市ホームページで確認してくだ
さい。

趣
味
・
教
養
・
学
習

募
集
・
伝
言
板

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
習
字
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

　
手
書
き
の
文
字
に
は
独
特
の
温
か

さ
が
あ
り
ま
す
。
一
緒
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
月
第
2 

・
4
金
曜
日
　
午

後
2
時
〜
4
時
　
場
所
　
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー
　
入
会
金
　
2
、 

0
0
0

円
　
月
会
費
　
3
、  

0
0
0
円

問
　
佐
々
木
☎
（
4
9
1
）
0
6
9
5

◆
白
井
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
会
員

募
集

　
自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
健
康
増

進
と
仲
間
づ
く
り
を
一
緒
に
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

日
時

　
毎
月
第
1
・
4
日
曜
日
、
第

2
・
3
土
曜
日
、
第
3
木
曜
日

　
場

所
　
オ
ス
カ
ー
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
公
園

（
八
千
代
市
）　  

年
会
費
　
65
歳
以

上
3
、
0
0
0
円
　
65
歳
未
満
3
、

8
5
0
円
（
活
動
費
・
保
険
料
）

問
　
田
代
☎
（
4
9
1
）
9
7
0
4

◆
白
井
太
鼓
倶
楽
部
子
ど
も
太
鼓
隊

募
集

　
こ
の
夏
、
和
太
鼓
を
練
習
し
て
盆

踊
り
で
太
鼓
を
た
た
き
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
6
月
4
日
㈪
か
ら
毎
週
月
・

木
曜
日
　
午
後
7
時
〜
8
時
30
分
　

場
所
　
白
井
第
二
小
学
校
　
対
象

小
学
4
〜
6
年
生
（
低
学
年
は
要
相

談
）　
会
費
　
5
、
0
0
0
円

問
　
佐
藤
☎
0
9
0
（
3
2
0
9
）

8
1
0
7

◆
白
井
ペ
ン
習
字
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

　
筆
ペ
ン
や
つ
け
ペ
ン
、
ボ
ー
ル
ペ

ン
な
ど
を
使
用
し
て
手
紙
な
ど
を
書

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
毎
月
第
2 

・
4
水
曜
日
　
午

前
11
時
〜
午
後
1
時

　
場
所
　
西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー

問
　
遠
藤
☎
（
4
9
1
）
3
7
8
4

ボ  

映
画
会「
ゆ
ず
り
葉
」

　
人
情
あ
ふ
れ
る
東
京
の
下
町
を
舞

台
に
「
手
話
」
が
織
り
成
す
ハ
ー
ト

フ
ル
・
ス
ト
ー
リ
ー
を
堪
能
し
ま
せ

ん
か
。

日
時

　
19
日
㈯

　
午
後
2
時
〜
（
開

場
　
午
後
1
時
30
分
〜
）　

場
所

　
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

対
象

　
一
般

　
2
0
0
人

入
場
料

　
前
売
り
5
0
0
円
、
当
日

7
0
0
円

福  

こ
こ
ろ
のC

a
fe

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
、

接
し
方
な
ど
に
悩
む
独
身
女
性
グ
ル

ー
プ
「
パ
ス
テ
ル
」
と
一
緒
に
菓
子

作
り
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
26
日
㈯
　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

対
象
　
15
か
ら
35
歳
ま
で
の
独
身
女

性
で
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
悩
ん
で
い
る
人
　
10
人
（
申
し
込

み
順
）

申
　
23
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

複  

映
画
上
映
会

　
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
主

演
の
「
ロ
ー
マ
の
休
日
」   （
字
幕
）

を
上
映
し
ま
す
。

日
時
　
6
月
1
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
、

午
後
1
時
〜

対
象
　
一
般
　
各
20
人（
申
し
込
み
順
）

申
　
5
月
31
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

将
棋
教
室

日
時
　
6
月
2
日
㈯
　
午
後
1
時
〜

4
時

対
象
　
小
学
生
以
上
　
16
人
（
申
し

込
み
順
）

申
　
27
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

桜  
お
と
な
の
手
芸
教
室

　
ハ
ワ
イ
ア
ン
ポ
ー
チ
と
秋
の
つ
る

し
か
ざ
り
を
作
り
ま
す
。

日
時

　
6
月
5
日
、
7
月
3
日
、
9

月
4
日
、
11
月
6
日
、
2
月
5
日

（
各
火
曜
日
、
全
5
回
）　  

午
前
10

時
〜
正
午

対
象
　
一
般
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
裁
縫
道
具

参
加
費

　
2
、
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
5
月
27
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

イ

ベ

ン

ト

②

子

育

て

公  
0
歳
児
サ
ー
ク
ル

　
栄
養
士
の
話
を
聞
い
た
後
、
離
乳

食
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
が
で
き
ま

す
。

日
時
　
6
月
4
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
午
前
11
時
30
分

対
象
　
平
成
23
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
子
と
そ
の
保
護
者
　
20
組

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル

参
加
費
　
無
料

申
　
6
月
2
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

親
子
で
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う

　
子
ど
も
の
歯
を
守
る
た
め
に
歯
科

衛
生
士
の
話
を
聞
い
た
後
、
お
も
ち

ゃ
を
作
り
ま
す
。

日
時
　
6
月
5
日
㈫
　
午
前
10
時
30

分
〜
午
前
11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
20

組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
無
料

申
　
6
月
4
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

白  

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
り
な

が
ら
子
育
て
の
情
報
交
換
を
し
ま
し

ょ
う
。

日
時
　
6
月
13
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

正
午

場
所
　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象

　
生
後
2
カ
月
か
ら
7
カ
月
ま

で
の
子
と
そ
の
保
護
者

　
10
人
（
申

し
込
み
順
）

持
ち
物
　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

講
師
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
セ
ラ
ピ

ス
ト
　
田
村
奈
苗
さ
ん

保
育
　
あ
り
（
要
事
前
予
約
）

申
　
5
月
16
日
㈬
か
ら
23
日
㈬
ま
で

に
電
話
か
直
接
白
井
児
童
館
へ

複  

健
康
体
操
〜
自

じ
き
ょ
う
じ
ゅ
つ

彊
術
〜

　
健
康
に
関
心
が
あ
る
人
で
、
自
彊

術
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
6
月
7
日
・
14
日
・
21
日
・

28
日
（
各
木
曜
日
、
全
4
回
）　  

午

前
10
時
〜
正
午

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
20
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
の
敷
物
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
　
6
月
1
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

藍
染
教
室

　
T
シ
ャ
ツ
に
絞
り
を
入
れ
て
、
自

分
流
に
染
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
6
月
7
日
㈭

　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象

　
一
般

　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
大
人
用
の
綿
・
麻
・
絹
素

材
の
T
シ
ャ
ツ
1
・
2
枚
（
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
不
可
） 

、
厚
手
の
ゴ
ム
手
袋
、

エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
用
の
袋
、
染

め
液
を
持
っ
て
帰
り
た
い
人
は
2
㍑

く
ら
い
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

参
加
費
　
8
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
6
月
3
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

複  

身
近
な
介
護
保
険
・

介
護
予
防
講
座w

ith

梨
ト
レ
体
操

　
梨
ト
レ
体
操
を
し
な
が
ら
、
介
護

保
険
の
知
識
や
予
防
の
方
法
な
ど
を

学
び
ま
し
ょ
う
。

日
程
・
内
容

　
6
月
13
日
・
介
護
保

険
制
度
に
つ
い
て
、
6
月
20
日
・
家

族
で
続
け
る
簡
単
筋
力
ア
ッ
プ
術
、

6
月
27
日
・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
、
7
月
4
日
・
ク
リ
ニ
カ
ル

ア
ー
ト
〜
認
知
症
予
防
の
ひ
と
つ
の

ツ
ー
ル
と
し
て
〜
（
各
水
曜
日
・
全

4
回
）

時
間

　
午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費

　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

◆
さ
つ
き
・
山
野
草
展
示
会

　
盆
栽
愛
好
会
で
は
市
の
花
「
さ
つ

き
」
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
に
、

展
示
会
と
苗
木
の
無
料
配
布
や
作
り

方
の
指
導
な
ど
も
行
い
ま
す
。

日
時
　
5
月
31
日
㈭
、
6
月
1
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
場
所
　
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
　
血
脇
☎
（
4
9
2
）
0
3
1
8

◆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

　
参
加
費
の
一
部
は
義
援
金
と
し
て

寄
付
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
6
月
3
日
㈰
　
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分
　
場
所
　
印
西
市
中

央
駅
前
地
域
交
流
館
　
参
加
費
　
5

0
0
円
（
会
場
費
、
寄
付
金
）

問
　
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
中
央

　
沢
崎

☎
0
4
7
6
（
4
6
）
5
8
3
1

申
　
31
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

ボ  

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
〜
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
編
〜

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て

い
る
人
の
傾
聴
ス
キ
ル
を
高
め
る
た

め
の
講
座
で
す
。

日
時

　
6
月
15
日
・
22
日
・
29
日
、

◆
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学
校
「
学

校
見
学
会
」

　
学
校
施
設
や
授
業
の
様
子
を
見
学

で
き
ま
す
。

日
時
　
6
月
4
日
㈪
・
5
日
㈫
　
午

前
9
時
20
分
〜
11
時
50
分
　

問
　
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学
校
☎

0
4
（
7
1
8
7
）
0
8
3
1

◆
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ
ー
及
び

個
別
相
談
会

　
マ
ン
シ
ョ
ン
理
事
会
の
運
営
に
関

す
る
講
習
会
お
よ
び
管
理
組
合
の
運

営
に
関
す
る
個
別
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
程

　
6
月
10
日
㈰

　
時
間

　
講
習

会
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
個
別

相
談
会

　
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3

時
30
分
（
要
予
約
）　  

場
所
　
白
井

駅
前
セ
ン
タ
ー

　
対
象

　
管
理
組
合

役
員
、
区
分
所
有
者
な
ど

7
月
6
日
・
13
日
（
各
金
曜
日
・
全

5
回
）　  

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
初
級
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
修
了
者

　
20
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
2
、
0
0
0
円
（
教
材
費
、

保
険
代
）

申
　
6
月
8
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

市  市民による市民のための市民講座
～「デジカメ」初心者講座～

　市民活動推進センターでは、市民団体「EM
白井野菜の会」の協力により市民の知識や能力
を有効活用するために、市民活動にこれから参
加を考えている人や興味のある人を対象に市民
講座を年4回開催します。
　第1回目は子どもの表情などを美しく撮るデ
ジタルカメラの操作方法の講座を開催します
日時　6月10日㈰　午後1時～午後4時30分
場所　西白井複合センター
対象　市内在住・在勤者　15人（申し込み順）
講師　元日本大学専任講師　山本恵一さん
持ち物　デジタルカメラ（取扱説明書含む）
申　6月5日㈫までに電話か直接市民活動推進セ
ンターへ

子

ど

も

公  

作
っ
て
み
よ
う

　
ス
テ
ン
シ
ル
プ
レ
ー
ト
を
使
っ
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
作

ろ
う
。

日
時
　
6
月
9
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
小
学
生
以
上
　
20
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
6
月
2
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
電
話
で
首
都
圏
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
士
会
千
葉
県
支
部

　
今
川
☎

0
4
7
（
4
4
5
）
1
2
9
7
へ

2012.5.155
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2012.5.15 6み ん な の ひ ろ ば

　5月4日に冨士中学校予定地で、白井第三小学校区地区社会福祉協議
会主催による「こいのぼりまつり」が開催されました。
　会場には地域の皆さんから寄付された250匹のこいのぼりが、高さ
約15メートルの杉の木で作られたさおに、ロープにくくられています。
風に揺られて泳ぐ姿は壮観で、来場した皆さんの目を楽しませていま
した。イベントでは各種模擬店やゲームが用意され、中でも芝生の上
に置かれたこいのぼりの口の部分から入って尾ビレまでくぐりぬける

「こいのぼりくぐり」が大人気
で、普段はあまり触れることの
ないこいのぼりに参加した子ど
もたちは大はしゃぎ。
　こいのぼりのおなかをゆっく
りはう子や途中で戻ってしまう
子、大急ぎで抜けようとする子
などさまざま。楽しい笑い声が
大空に響き渡っていました。

た
め
で
す
。
野
良
猫
は
避
妊
処
置

を
す
る
こ
と
で
個
体
数
の
増
加
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
野
良

猫
関
係
の
地
域
ト
ラ
ブ
ル
の
減
少

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
し
か
し
世
の
中
は
「
猫
好
き
と
、

猫
嫌
い
の
人
は
半
々
」
と
い
わ
れ

て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ

れ
、
餌
を
与
え
る
行
為
に
苦
情
が

で
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
会
に
よ

る
餌
や
り
は
保
護
を
目
的
に
行
っ

て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

活
動
資
金
は
補
助
金
や

公
園
清
掃
収
入
な
ど

　
当
初
野
良
猫
の
避
妊
処
置
は
、

個
人
の
資
金
で
ほ
そ
ぼ
そ
と
行
っ

て
お
り
、
資
金
不
足
で
目
に
見
え

た
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
平
成
20
年
度
か
ら
、
団
体
の
活

動
に
つ
い
て
市
民
団
体
活
動
支
援

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

鶯
の
こ
ゑ
に
押
さ
る
る
試
歩
の
杖

奥
州
路
春
の
空
気
の
誘
い
か
な

大
風
に
い
じ
め
ら
れ
て
も
咲
く
桜

惜
し
ま
れ
て
惜
し
み
な
く
散
る
桜
か
な

カ
ラ
オ
ケ
を
窓
で
き
い
て
る
雀
二
羽

く
じ
け
な
い
見
あ
げ
る
空
に
鯉
の
ぼ
り

雲
の
影
わ
が
上
に
来
て
驟
雨
か
な

　
　

紺
碧
の
天
空
狭
し
鯉
の
群
れ

三
姉
妹
姓
異
に
し
て
春
の
宿

鎮
ま
り
ぬ
代
田
に
映
ゆ
る
花
の
影

沈
丁
花
優
雅
な
香
り
路
地
に
ま
で

水
脈
作
り
鴨
の
群
行
く
晝
下
が
り

だ
れ
か
れ
の
分
け
隔
て
な
く
花
吹
雪

つ
く
ば
風
強
く
私
は
骨
に
な
る

鳥
雲
に
入
る
や
近
づ
く
俳
師
の
忌

ど
ん
ど
ん
と
昼
長
く
な
り
身
の
軽
く

波
を
切
り
春
の
船
渡
御
航
き
に
け
り

初
音
聞
く
不
揃
い
も
善
し
ケ
キ
ヨ
ケ
チ
ョ
ン

花
時
の
信
玄
像
の
や
や
優
し

花
菜
漬
け
さ
く
さ
く
食
み
て
世
を
想
ふ

人
集
め
車
集
め
て
滝
桜

墨
堤
の
夜
桜
妖
し
屋
形
船

水
ぬ
る
む
上
目
づ
か
い
の
メ
ダ
カ
か
な

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
落
花
の
中
に
佇
め
り

稜
線
の
空
に
と
け
込
む
春
の
宵

朝
ド
ラ
の
ヒ
ロ
イ
ン
老
い
を
演
じ
ゐ
て

　
そ
の
巧
み
さ
を
う
べ
な
ひ
て
み
る

雨
風
に
打
た
れ
飛
ば
さ
れ
春
の
花

　
耐
え
て
開
い
て
種
子
を
残
し
て

あ
り
し
日
の
面
影
し
の
び
来
し
墓は

か
し
ょ処

　
こ
の
身
に
春
陽
い
と
あ
た
た
か
し

う
た
た
猫
三
尺
な
ら
ば
避
け
ま
す
る

　
五
尺
あ
り
ゃ
そ
り
ゃ
疾と

て
逃
げ
ま
す
る

風
に
乗
り
観
に
お
出
ま
せ
師
よ
友
よ

　
我
が
家
の
桜
も
咲
き
満
ち
て
ま
す

ク
ラ
ス
会
思
い
の
丈
を
打
ち
明
け
る

　
微
笑
む
マ
ド
ン
ナ
三
孫
の
祖
母

坂
の
道
七
十
路
迄
の
道
程
は

　
そ
れ
で
も
楽
し
生
き
お
れ
ば
こ
そ

即
席
の
コ
ー
ヒ
ー
な
れ
ど
老
妻
が

　
香
り
に
添
え
て
笑
顔
を
注
ぐ

突
風
に
羽
毛
逆
立
ち
ム
ク
ド
リ
が

　
一
瞬
王
者
の
風
格
を
見
す

野
仏
を
覆
ひ
て
咲
き
し
山
桜

　
花
び
ら
淡
く
青
空
に
映
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

七
次
台

　
　
片
野
美
耶
子

冨
士
　
　
　
染
谷
英
人

根
　
　
　
　
乾
　
タ
カ
子

冨
士

　
　
　
小
澤
喜
美
子

神
々
廻
　
　
高
橋
勲
次
郎

堀
込
　
　
　
渡
辺
岩
夫

桜
台

　
　
　
土
山
勝
實

大
山
口
　
　
上
坂
千
昭

冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

南
山
　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

神
々
廻
　
　
斉
藤
と
み
子

南
山

　
　
　
齊
藤

　
鈴

冨
士
　
　
　
今
野
吉
信

根
　
　
　
　
押
田
み
よ
女

堀
込

　
　
　
大
屋
キ
ヌ

大
松
　
　
　
川
又
勝
彦

池
の
上

　
　
大
橋

　
茂

神
々
廻
　
　
田
中
八
代
い

冨
士
　
　
　
福
加
あ
け
み

冨
士

　
　
　
齋
藤
順
子

大
松
　
　
　
織
本
泰
子

堀
込
　
　
　
山
川
純
子

清
水
口

　
　
池
川

　
悟

池
の
上
　
　
横
山
久
雅
子

冨
士

　
　
　
福
加
博
之

池
の
上

　
　
関
根
千
浪

七
次
台
　
　
松
井
寛
紅

桜
台
　
　
　
米
井
詩
織

清
水
口
　
　
柴
垣
正
徳

根
　
　
　
　
印
南
満
子

復
　
　
　
　
杉
原
賢
一

掘
込
　
　
　
名
越
た
て
み

南
山
　
　
　
山
本
庸
雄

冨
士

　
　
　
望
月
玲
子

池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

動
物
と
共
生
で
き
る

街
づ
く
り
を

　

　
ア
ニ
マ
ル
フ
レ
ン
ド
は
平
成
13

年
2
月
に
設
立
さ
れ
た
動
物
愛
護

団
体
で
、
主
な
活
動
は
身
近
に
起

き
て
い
る
捨
て
犬
や
捨
て
猫
の
ケ

ア
、
集
合
住
宅
で
の
ペ
ッ
ト
飼
育

の
可
能
性
の
模
索
、
盲
動
犬
ユ
ー

ザ
ー
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
の
実
施
お
よ
び
市
内
小
中

学
校
で
の
動
物
愛
護
教
室
の
開
催

支
援
な
ど
で
す
。
　

　
近
年
は
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
に
よ
り

猫
や
犬
を
飼
う
人
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
一
方
で
は
相
変
わ
ら
ず
捨

て
ら
れ
る
ペ
ッ
ト
が
多
く
、
特
に

捨
て
猫
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
猫
や
犬
な
ど
を
捨
て
た
り
虐
待

す
る
と
動
物
愛
護
法
違
反
に
な
り
、

罰
金
を
科
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

野
良
猫
に
不
妊
処
置

を　
会
で
は
設
立
当
初
か
ら
ペ
ッ
ト

飼
育
の
マ
ナ
ー
の
順
守
と
、
公
園

な
ど
地
域
に
い
る
猫
へ
の
適
切
な

餌
や
り
を
啓
発
し
て
き
ま
し
た
。

一
定
場
所
で
餌
や
り
を
続
け
て
い

る
の
は
避
妊
処
置
を
す
る
猫
が
保

護
し
や
す
く
な
る
こ
と
と
、
処
置

を
し
て
い
な
い
新
顔
（
新
た
に
捨

て
ら
れ
た
猫
）
が
見
分
け
ら
れ
る

更
に
3
年
間
交
付
が
決
定
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
補
助
金
は
あ
く
ま
で
活

動
資
金
の
一
部
で
あ
る
た
め
、
残

り
の
資
金
集
め
に
苦
労
し
て
お
り
、

公
園
の
清
掃
事
業
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
売
り
上
げ
、
寄
付
な
ど

に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　
猫
を
含
め
、
動
物
は
飼
い
始
め

た
ら
最
後
ま
で
面
倒
を
み
て
く
だ

さ
い
。
動
物
に
は
癒
し
の
効
果
が

あ
り
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
動
物

に
触
れ
て
育
っ
た
人
は
命
を
大
切

に
し
、
気
持
ち
の
優
し
い
人
に
な

る
そ
う
で
す
。

　
会
で
は
活
動
に
協
力
し
て
く
れ

る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
人
は
ア
ニ
マ
ル
フ
レ
ン

ド
小
野
寺
（
4
9
1
）
2
8
8
7

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
7

補
助
金
の
交
付
が
決
ま
り
、
現
在

で
は
避
妊
処
置
も
毎
年
約
60
匹
前

後
行
わ
れ
、
効
果
が
上
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。
近
隣
住
民
か
ら
も
野

良
猫
が
少
な
く
な
っ
た
と
の
声
を

聞
く
よ
う
に
な
り
、
ま
た
餌
場
に

来
る
猫
も
多
い
こ
ろ
の
4
分
の
1

程
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
野

良
猫
は
地
域
猫
と
し
て
み
ん
な
で

見
守
り
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
活
動
成
果
か
ら
、
支
援
補

助
金
に
つ
い
て
平
成
23
年
度
か
ら

こいのぼりくぐりに大はしゃぎ

こいのぼりくぐりを楽しむ子どもたち

戯れるネコ

ア
ニ
マ
ル
フ
レ
ン
ド 

市
民
団
体
活
動
支
援
補
助
金
交
付
団
体
②

　市内には桜の名所がたくさん
あり、市役所周辺の桜もその一
つです。特に市役所と文化セン
ターとの間に植えられた桜が
「トンネル状態」になっており、
毎年訪れた皆さんの目を楽しま
せています。文化センター側は
広い遊歩道
や芝生の広

場があり、今年はシートを広げて弁当や料理な
どを食べる姿も多く見られました。
　4月7日に市役所駐車場で開かれた「しろい桜
まつり」では、例年よりも遅れた開花のため二、
三分咲きでしたが、好天に恵まれたために大勢
の家族連れなどが訪れ模擬店やフリーマーケッ
ト、太鼓の演奏などを楽しんでいました。

さくらの美しさに誘われて

文化センター前の芝生で談笑する家族連れ

さくらまつりの様子


